






















































































































児を ｢大地｣ と呼ぶ ｢Parrinder,G.,West
AfricanReligion,1949]｡さらに､南部アフリ
カの トンガ人は､双子の母親を ｢天空｣(Tilo)､
双子を ｢天空の子供たち｣(banabaTilo)と呼
んでいる [SmithE-W.,TheSecretofthe
African,1929].
グレンシ人が双子を両手と呼ぶのは､双子の
一対性の強調であり､ナンカンセの場合と同様
に､一対として天空と大地を仲介する存在とし
て特別の象徴的 ･儀礼的な価値を双子に与えて
いるからだ｡タレソシも同様に解釈できる｡
今興味を引くのは､これらとヌ-ルの対比で
ある｡ヌ-ルの場合､双子は天空と大地の中間
の属性をもつ点で､交通信号の3項対立におけ
る黄を思わせる｡黄は光のスペクトラムで赤と
線のちょうど中間部に位置するからである｡
これに対して､グレンシなどの場合は､一対
としての双子が天空と大地の両方の属性をちょ
うど半分ずつ帯びている｡これは､交通信号で
は､赤と線の2灯が対立し､その中間的な移行
状態がその (一方または両方の)点滅によって
示される方式に相当しよう｡赤と線はまさに補
色関係にあり､この場合点灯はその色自体､消
灯は補色で､それを脳に交互に感 じさせる｡ ト
ンガの事例はグレンシ型の一種の変形で､双子
たちと母親とが一対にされて､天空と大地の両
方の属性を同時に表現しているといえる｡
ヌエル型とグレンシ型では､3項対立と2項
対立というアイディアは異なるが､どちらも双
子の仲介的な属性を巧みに象徴し待ている｡そ
れは､普通の3灯式も点滅 2灯式も交通信号と
して十分に役立っているのと同じである｡
(こんま とおる 神奈川大学社会人類学)
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